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第 一 章 総 則 （ 第 一 条 ― 第 十 条 ）

第 二 章 基 本 的 な 施 策 （ 第 十 一 条 ― 第 二 十 四 条 ）

附 則
第 一 章 総 則

第 一 条 及 び 第 二 条 （ 原 案 の と お り ）

（ 基 本 理 念 ）

第 三 条 全 て 犯 罪 被 害 者 等 は 、 日 本 国 憲 法 に お け る 基 本 的 人 権 の 尊 重 の 理 念 に 基

づ き 、 個 人 の 尊 厳 が 重 ん ぜ ら れ 、 そ の 尊 厳 に ふ さ わ し い 処 遇 を 保 障 さ れ る 権 利

を 有 す る 。

２ 犯 罪 被 害 者 等 支 援 は 、 犯 罪 被 害 者 が 受 け た 被 害 の 特 性 及 び 原 因 、 犯 罪 被 害 者

等 の 心 身 の 発 達 段 階 、 二 次 的 被 害 の 有 無 等 の 犯 罪 被 害 者 等 が 置 か れ て い る 状 況

そ の 他 の 事 情 に 応 じ 、 適 切 に 行 わ れ る と と も に 、 当 該 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に よ り

二 次 的 被 害 が 生 じ る こ と の な い よ う 十 分 配 慮 し て 推 進 さ れ な け れ ば な ら な い 。

３ 及 び ４ （ 原 案 の と お り ）

第 四 条 か ら 第 七 条 ま で （ 原 案 の と お り ）

（ 支 援 計 画 ）

第 八 条 （ 原 案 の と お り ）

２ （ 原 案 の と お り ）

３ 知 事 は 、 支 援 計 画 を 定 め よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 東 京 都 犯 罪 被 害 者

等 支 援 協 議 会 の 意 見 を 聴 く ほ か 、 都 民 等 の 意 見 を 反 映 さ せ る た め に 必 要 な 措 置

を 講 ず る も の と す る 。

４ 及 び ５ （ 原 案 の と お り ）
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目 次
第 一 章 総 則 （ 第 一 条 ― 第 十 条 ）

第 二 章 基 本 的 な 施 策 （ 第 十 一 条 ― 第 二 十 二 条 ）

附 則
第 一 章 総 則

第 一 条 及 び 第 二 条 （ 略 ）

（ 基 本 理 念 ）

第 三 条 全 て 犯 罪 被 害 者 等 は 、 個 人 の 尊 厳 が 重 ん ぜ ら れ 、 そ の 尊 厳 に ふ さ わ し い

処 遇 を 保 障 さ れ る 権 利 を 有 す る 。

２ 犯 罪 被 害 者 等 支 援 は 、 犯 罪 被 害 者 が 受 け た 被 害 の 特 性 及 び 原 因 、 二 次 的 被 害

の 有 無 等 の 犯 罪 被 害 者 等 が 置 か れ て い る 状 況 そ の 他 の 事 情 に 応 じ 、 適 切 に 行 わ

れ る と と も に 、 当 該 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に よ り 二 次 的 被 害 が 生 じ る こ と の な い よ

う 十 分 配 慮 し て 推 進 さ れ な け れ ば な ら な い 。

３ 及 び ４ （ 略 ）

第 四 条 か ら 第 七 条 ま で （ 略 ）

（ 支 援 計 画 ）

第 八 条 （ 略 ）

２ （ 略 ）

３ 知 事 は 、 支 援 計 画 を 定 め よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 都 民 等 の 意 見 を 聴 く

も の と す る 。

４ 及 び ５ （ 略 ）



第 九 条 及 び 第 十 条 （ 原 案 の と お り ）

第 二 章 基 本 的 な 施 策

第 十 一 条 か ら 第 十 三 条 ま で （ 原 案 の と お り ）

（ 居 住 の 安 定 等 ）

第 十 四 条 都 は 、 犯 罪 等 に よ り 従 前 の 住 居 に 居 住 す る こ と が 困 難 と な っ た 犯 罪 被

害 者 等 の 居 住 の 安 定 を 図 り 、 並 び に 再 被 害 及 び 二 次 的 被 害 を 防 止 す る た め 、 東

京 都 営 住 宅 条 例 （ 平 成 九 年 東 京 都 条 例 第 七 十 七 号 ） 第 二 条 第 一 号 に 規 定 す る 東

京 都 営 住 宅 へ の 入 居 に お け る 特 別 の 配 慮 、 一 時 的 な 利 用 の た め の 住 居 の 提 供 そ

の 他 の 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

第 十 五 条 か ら 第 十 八 条 ま で （ 原 案 の と お り ）

（ 都 民 の 理 解 の 増 進 ）

第 十 九 条 都 は 、 犯 罪 被 害 者 等 が 置 か れ て い る 状 況 、 犯 罪 被 害 者 等 支 援 の 必 要 性

及 び 二 次 的 被 害 が 生 じ る こ と の な い よ う 配 慮 す る こ と の 重 要 性 に つ い て 都 民 の

理 解 を 深 め る た め 、 広 報 、 教 育 、 啓 発 そ の 他 の 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す

る 。

第 二 十 条 か ら 第 二 十 二 条 ま で （ 原 案 の と お り ）

（ 東 京 都 犯 罪 被 害 者 等 支 援 協 議 会 ）

第 二 十 三 条 支 援 計 画 の 策 定 、 犯 罪 被 害 者 等 支 援 に 関 す る 施 策 の 実 施 状 況 そ の 他

犯 罪 被 害 者 等 支 援 の 推 進 に 関 す る 事 項 を 調 査 審 議 す る た め 、 知 事 の 附 属 機 関 と

し て 、 東 京 都 犯 罪 被 害 者 等 支 援 協 議 会 （ 以 下 「 協 議 会 」 と い う 。 ） を 置 く 。

２ 協 議 会 は 、 学 識 経 験 者 、 犯 罪 被 害 者 等 、 民 間 支 援 団 体 の 職 員 そ の 他 適 当 と 認

め る 者 の う ち か ら 、 知 事 が 委 嘱 す る 委 員 三 十 人 以 内 を も っ て 組 織 す る 。

３ 委 員 の 任 期 は 二 年 と し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。 た だ

し 、 再 任 を 妨 げ な い 。

４ 協 議 会 に 会 長 を 置 き 、 委 員 の 互 選 に よ っ て こ れ を 定 め る 。

５ 会 長 は 、 協 議 会 を 招 集 し 、 会 務 を 総 理 す る 。

６ 協 議 会 は 毎 年 一 回 以 上 開 催 し 、 調 査 審 議 の 結 果 を 知 事 に 報 告 す る も の と す

る 。

第 九 条 及 び 第 十 条 （ 略 ）

第 二 章 基 本 的 な 施 策

第 十 一 条 か ら 第 十 三 条 ま で （ 略 ）

（ 居 住 の 安 定 等 ）

第 十 四 条 都 は 、 犯 罪 等 に よ り 従 前 の 住 居 に 居 住 す る こ と が 困 難 と な っ た 犯 罪 被

害 者 等 の 居 住 の 安 定 を 図 り 、 並 び に 再 被 害 及 び 二 次 的 被 害 を 防 止 す る た め 、 犯

罪 被 害 者 等 の 一 時 的 な 利 用 の た め の 住 居 の 提 供 そ の 他 の 必 要 な 施 策 を 講 ず る も

の と す る 。

第 十 五 条 か ら 第 十 八 条 ま で （ 略 ）

（ 都 民 の 理 解 の 増 進 ）

第 十 九 条 都 は 、 犯 罪 被 害 者 等 が 置 か れ て い る 状 況 、 犯 罪 被 害 者 等 支 援 の 必 要 性

及 び 二 次 的 被 害 が 生 じ る こ と の な い よ う 配 慮 す る こ と の 重 要 性 に つ い て 都 民 の

理 解 を 深 め る た め 、 広 報 、 啓 発 そ の 他 の 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

第 二 十 条 か ら 第 二 十 二 条 ま で （ 略 ）

（ 新 設 ）

（ 新 設 ）

（ 新 設 ）

（ 新 設 ）

（ 新 設 ）

（ 新 設 ）



７ 前 各 項 で 定 め る も の の ほ か 、 協 議 会 の 組 織 及 び 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 東

京 都 規 則 で 定 め る 。

（ 実 施 状 況 の 報 告 等 ）

第 二 十 四 条 知 事 は 、 毎 年 、 前 条 第 六 項 に 基 づ く 報 告 を 踏 ま え 、 都 が 実 施 し た 犯

罪 被 害 者 等 支 援 に 関 す る 施 策 の 実 施 状 況 を 東 京 都 議 会 に 報 告 す る と と も に 、 公

表 す る も の と す る 。

（ 新 設 ）

（ 新 設 ）


